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第99期の広報委員会委員長をさせていただいております福山大学の関根でございます．  

2021年も，前半は「コロナ」に振り回されたような日々が続きましたが，10月以降ではワクチンを

接種した人が増えたせいか，世の中も少しずつ落ち着きを取り戻しつつあるようです．さりとて，新

型コロナが消えてなくなったわけではないので，「在宅ワーク」や「オンライン会議」，「インターネット

通販」といった，「家から外へ出歩かない」ことが仕事でもプライベートでも多くなっている状況は，当

面の間は続くかもしれません．しかしながら，歴史を振り返れば，過去に流行した様々な感染症も，

時間の経過と共に収まっているので，コロナ禍も「いずれは去るもの」と，希望を持つことが大切と

思います．遠くにいる人と人を結びつける自動車や鉄道，航空機，船舶のような「人の移動」に係わ

る機械や，バーチャルではなく現実の事象として「人を楽しませる」遊園地の遊具のような機械など，

今日のコロナ禍において利用者が激減してしまった機械も少なくないですが，こういった機械も，コ

ロナが収まれば，必要とする人が増えてくるものと思います． 

今号では，コロナ禍における大学の対応やオンライン授業などへの工夫事例について，年次大

会で発表が行われたことをまとめた「教育に関する取り組みの事例紹介」，機械遺産委員会の企画

による「昭和初期に生活を一変させた電気冷蔵庫」の話題，“エレキベースのヘッド落ち”を力学の

解説に用いた著者による「エレキベースに取り組んだ経緯や初心者の楽しみ，ヘッド落ち対策の試

行錯誤」についての言及，大型トラックの死角を補うために開発された「ペリスコープ」といった話題

を掲載させていただきました．なお，高専めぐりは休載となりましたが次号では2校ご紹介させてい

ただきたいと考えております．コロナ禍が一日も早く終息することを心よりお祈り申し上げます． 

 

2021 年度広報委員会委員長 関根 康史 （福山大学）． 
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